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 中国人と高地原住民の中間にあるとはいえ,千人あたり1.2にすぎず,今日のところこの種の調
 査結果な直ちに他国のそカ.と比較することにそれほど大きな意味が存しないということを一応考
 慮に入れるにしても,少なくともか左りの程度の低率である,ということだけはいえること,こ
 れとは逆に老人性精神病は台湾本島のいずれよりも著しく高率であること,左どであろう。
 ところで,分裂病の有病率り低率を検討するために,在来の多くの,社会構造と分裂病発生に
 関する仮説,即ち,貧困説,社会アノミー説,』漂着説,移動説,流出説,社会選択説,社会的結
 ∫、に説,文化的耐春慶説たどの一々を引用し,その逐一についての可能性を論じ,さらに白沙島と
 いう、1語喚にきわめて特有と筆者らが考えるところの,育児法にはじまる一連の人格形成過程の特
 殊性と,分裂病有病率の低率の問になんらかの関係が存在しうるか否かを問うた。その結果,白
 沙島にお廿る分裂病有病率の低率を説明するために今後検討を加えられるに値する仮説として,
 筆者は前分裂病者力=発病前に島外になんらかの理由で流出しやすいという仮説(7応「前分裂病
 者の∫」、外流出説」と仮称す込)と,白沙島にきわめて!i'}有と思われる連帯的弁質的社会右IB萱のな
 かでは対人葛藤は極度に貧困であり,そこで形成された人格は分裂病発生に抑制的に働きうると
 いう仮説(一応「連帯内弁質的社会の分裂病発生抑聾llj仮説」と仮称する)との二つをのこした。
 うつ病の低率については,これを単に池伝獄囚(⊃故にのみ帰すろことをせず,道教的生死観と
 極度の貧困とそれにもかかわらず堅持される大家族的結果との三三者に,1こつて構成される「社会的
 結束」のなかにめつては,うつ状態はたとえ発生しえたとしても,認知され病人としての役割を
 附与さ;んぬ危険をもつことに、慰し・・をレ、ノこし,1)つ壬寿に文寸づ一る「文イヒ白勺両手蕃書蒐」のロ靖旨1生をみとめ
 た。
 老年性精神病の高率の理由としては,島民が平均的に長寿てあることを当然考慮に入ゴ1.ねばな
 らないが,これら精抑病の発生した家庭に関・ナる二徒会経済的f考察から,老∠1三にいたってもなお自
 明のこととして肉体労働を要求される社会1てあっては,左んらかの理由で労働が不可能となった
 とき,老ノ、は不周〕壁に孤泣〔せざるをえない・ということのうちに,老年性糖1神病の高率であろこと
 の一因を.見出すべきであろうことを述べた。
 神経症の際に前景化しやすい心気症状については,上記のごとく白沙、嚇の想像を絶した貧困の
 なかにあって住身体こそ唯一の期産とみなさざるをえないという心性から理解されるべきであろ
 うと3玉・ベブニ。
 また坂上の精神医学1!9記述と並んで,今後調査の立地,気候,文化社会的条件をもつた離島と
 の1.ヒ較を可能にするため,比較的多ぐの頁を白沙、島に二1♪ける人格発達の特有性の記述のためにさ
 いた。
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 審査結果の要旨
 著者は496旧年に,台湾本島西部に位する膨湖群島の一離島覗白沙島“の住民11,264名
 を対象とし,疫学的ならびに社会精神医学的一斉調査を行なった。その際に得られた精神障害者・
 の有病率を中心とし,それに加えて民勢学的状況.'面接生活調査所見・心理テスト施行成績など
 を述べ,そして社会精神医学的考察を行なったのが本論文(D骨子・である。
 まづ著者は,該島を調査対象とした理由として,人口変動が少なくて社会構造が均等的である
 ことをあげているが,住民が協力的てあったことも否めない。一方、島民とその社会構造を明ら
 かにするため,歴史的変せんや生活状況,宗教にも及.き:環境様相を詳述して序論としている。
 さて,疫学的所見は次のようであったという。即ち人口千に対する有病(終生)率は,全精神
 障害Z5,狭義精神病2.9.であり,精神分裂病1.2,繰うっ病D渇,老人性祖神病1、O,神経症
 0.7などの成績に留意している。即ちそ才しらを既報の台湾本島平地中国人や高地原・住民,さらに
 は世界各国り雌鳥調査成績と比較すると,特に精神分裂病の低壬餐と,老人1断言紳病の高率とが注
 目されるとし(う。
 次いで著者は上述の諸所見がもたらされた基盤を,社会稽神医学的二,と場から種'セ考按していろ。
 特に精神分裂病については,前分裂病者というべき発病坦,前の者の島外湘蛎1言と,連イ捧的等質的
 社会に蔚ける分裂病発生抑制説を仮定している。後者は連帯・等質的であるために対人葛藤が貧
 困で,そこに形成される人格が分裂病発生1一こ抑制的に働くとレ・う力動学1杓仮説である。一方,う
 っ病の低率については,大家族主義下の結束状i死ては罹病が認知されずに見逃され易いこと,即
 ち道教的生死観にまでさかのぼる文伽彌宥訂1をあげている。さらに老人性精神病については,
 噌般的に長命である一方,労働その他の責任条件が老後にむいても不可避である該島社会状況
 をあげている。後者では老人性痴呆が目立っからてある。な叡これらの諸説を裏づける所見と
 して,島民の一部を対象として施行したROr8chach・Wi■■oughby両心理テストの成績を
 あげ,島民の心情的側面からの検討も行なっている。
 坂上のべた著者の請知列,は,ただ単に離島調ヲ釜に一新資料を加えるにとどまらず,精神病の疫
 学的並びに社会精神医学的側面の根源にまで触れるものである。特に,きびしい自然環境と貧困
 とカ1縮神病発生に及ぼす影響という従来の仮説を更に掘りさげ,底辺にわだかまる社会構造との
 関連において捉え,多元要因に解体すると同時に総合したものと云い得るであろう。即ち本論文
 はユニークであろとともに,精神障害者の発生に対する社会精神医学的研究に寄与するところが
 極めて大である。
 以上によウ,本論文は学位授.与に1値するものと認める。
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